
書
評

日
清
貿
易
に
お
け
る
長
崎
来
航
唐
船
に
つ
い
て

3

・
・
・
・
・
・
・
・
松
浦

ー
清
代
鳥
船
を
中
心
に
·
~

天
竜
寺
塔
頭
・
宝
徊
院
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
泉

ー
そ
の
建
立
と
再
興

l

淀
川
沿
岸
近
代
水
利
史
料
〔
兌
饂
峠
i
]

⇔

：

…

…

．．．．．．．． 
服
部

『
居
延
木
簡
』
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大
庭

昭
和
四
十
七
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目
（
一
部
・
ニ
部
・
大
学
院
）

．．．．．．．．．．．．．． 

第
四
十
七
号

脩 敬
澄

弐
百
石
旗
本
知
行
所
覚
書
：
・
・
:
・
:
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
西
愛
之
助

ー
摂
津
国
嶋
上
郡
高
浜
村
北
組
ー
ー

章

(89) 

G83) 

(51) 

(39) 

(17) 

(
l
)
 



「
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
原

ー
「
屑
」
の
あ
し
あ
と
1

原
先
生
の
こ
と
ど
も
：

．．．．．．．．．．． 
1
 

．．．．．．．． 
猪
谷

＊

＊

 

早
期
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
王
権
と
異
教
の
伝
統

・
:
・
:
・
:
・
：
・
・
・
・
富
沢

「
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ガ
ー
・
フ
ェ
ー
デ
」
に
関
す
る
一
考
察

…
…
…
•
…
…
早
川

ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ル
ヴ
ェ
裁
判
に
つ
い
て

．．．．．．．．．． 
砂
原

君
主
交
替
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
植
村

ー
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
か
ら
ジ
ェ
ー
ム
ス
一
世
へ
の
場
合
ー

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
政
策
の
一
考
察
—
体
制
の
調
停
者
1

・
・
広
実
源
太
郎

保
守
反
動
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
聯
邦
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
秋
山
博
愛

イ
ワ
ー
ノ
フ
1
1
ラ
ズ
ー
ム
ニ
ク
の
生
涯
と
思
想
：
・
・
松
原
広
志

共
産
主
義
の
戦
争
論
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
川
井
修
治

＊

＊

 

地
域
の
発
展
概
念
に
関
す
る
一
ノ
ー
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
青
木

ー
P
.
C
l
a
v
a
l
の
説
を
中
心
と
し
て
ー

「
社
会
」
の
地
理
学
的
研
究
の
系
譜
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
橋
本

ー
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
ー

原

弘
二
郎
先
生
略
年
譜

征
治
伸
好

雅教良
彦男弥

霊
岸
文
臣

弘
二
郎

嗜
紀
疇
竺
東
西
文
化
史
論
叢

昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
日
刊

B
5
判
五
六
0
頁
頒
価
六
、
0
0
0
円

発

行

米
夫

「
シ
ー
ス
タ
ー
ン
の
風
車
」
探
訪
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
末
尾

＊

＊

 

壁
画
古
墳
に
お
け
る
四
神
図
に
つ
い
て
：

．．．．．．．． 
網
干

ー
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
に
関
連
し
て
ー

高
松
塚
の
壁
画
と
そ
の
年
代
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
有
坂

飛
鳥
高
松
塚
壁
画
の
様
式
史
的
考
察
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
横
田

ー
芸
術
精
神
史
へ
の
一
試
論
ー

江
州
狛
坂
寺
址
大
磨
崖
仏
私
見
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
斉
藤

ー
我
国
奈
良
時
代
と
統
一
新
羅
の
石
仏
ー

二
年
引
き
上
げ
ら
れ
た
干
支
紀
年
法
の
源
流
・
・
・
・
・
・
友
田
吉
之
助

延
喜
式
神
名
帳
の
一
考
察
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ニ
宮
正
彦

日
本
古
代
庶
民
の
家
族
形
態
と
農
業
経
営
規
模
：
・
・
福
尾
猛
市
郎

ー
主
と
し
て
奈
良
時
代
の
経
済
単
位
に
つ
い
て
ー

琉
球
の
聖
観
念
セ
ヂ
と
マ
ブ
イ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
上
井

上
河
宗
義
と
そ
の
「
商
人
夜
話
草
」

．．．．．．．．．．．． 
柴
田

ー
堵
庵
研
究
へ
の
序
章
ー

吉
野
作
造
と
在
日
朝
鮮
人
学
生
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
松
尾

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
大
阪
の
騒
音
問
題
：
・
・
：
小
山

ー
都
市
公
害
問
題
史
研
究
の
一
視
点
ー

田
園
都
市
の
理
念
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宇
田

吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三

関
西
大
学
文
学
部
史
学
科
内

原
弘
二
郎
先
生
古
稀
記
念
会

尊
ハ
允

仁
示 賓畠 孝

隆
道
健一

善
教
至
行



研
究
発
表

マ
レ
イ
半
島
東
岸
出
土
の
一
碑
文
河
本
寛
樹

和

泉

国

日

根

庄

の

番

頭

制

辰

巳

衛

治

両
漢
に
お
け
る
国
家
祭
祀
の
変
遷
木
保
恒
雄

江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
舶
載
医
学
書
に
つ
い

て
！
『
御
定
医
宗
全
鑑
』
を
一
例
と
し
て
1

上
野
正
芳

都

市

計

画

と

関

一

芝

村

篤

樹

道

饗

祭

と

霊

異

記

井

上

正

一

第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
水
質
汚
濁
問
題
に
対

す

る

警

告

小

田

康

穂

天

理

教

の

朝

鮮

伝

道

大

谷

渡

摂

禅

池

田

氏

の

文

芸

鶴

崎

裕

雄

古

代

末

期

の

諸

問

題

薗

田

香

融

特
別
講
演

中
国
近
代
史
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
民
衆
の
問

題
に
つ
い
て
愛
知
学
院
大
学
教
授
波
多
野
善
大
氏

懇
親
会
午
後
五
時
か
ら
於
第
一
会
議
室

口
時
十
二
月
八
日
（
土
）
午
前
十
時
半
か
ら

会
揚
文
学
部
第
二
会
議
室

昭
和
四
十
八
年
度

関
西
大
学
史
学
会
大
会

◇
富
沢
霊
岸
教
授
の
新
任
原
弘
二
郎
教
授
が
三
月

末
日
を
も
っ
て
停
年
退
職
さ
れ
、
名
誉
教
授
と
な
ら

れ
た
後
任
と
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
富
沢
霊
岸
教
授

を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
授
は
大
正
十
五

年
奈
良
県
に
生
ま
れ
、
旧
制
郡
山
中
学
校
•
松
山
高

等
学
校
を
経
て
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
京
都
大
学
文

学
部
史
学
科
西
洋
史
専
攻
を
卒
業
、
同
大
学
院
に
進

ま
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
か
ら
島
根
大
学
、
つ
い
で

三
十
六
年
か
ら
金
沢
大
学
、
さ
ら
に
四
十
五
年
か
ら

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
移
り
、
教
授
を
つ
と
め
て
お

ら
れ
た
。
本
学
に
は
す
で
に
四
十
六
年
か
ら
非
常
勤

講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
て
い
た
。
教
授
は
西
洋
史
と

く
に
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
を
専
攻
さ
れ
、
『
封
建
制
と

王
政
ー
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
の
特
質
—
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
）
、
『
イ
ギ
リ
ス
中
世
史

概
説
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
四
十
五
年
）
な

ど
の
名
著
や
、
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
『
イ
ギ
リ
ス
荘
園

の
成
立
』
（
鈴
木
利
章
氏
と
共
訳
、
創
文
社
、
昭
和

四
十
七
年
）
の
訳
書
な
ど
、
数
々
の
業
績
を
あ
げ
ら

れ
、
そ
の
緻
密
で
着
実
な
研
究
は
学
界
で
も
定
評
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
七
月
、
「
封

建
制
と
王
政
ー
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
の
特
質
ー
」
の
テ

ー
マ
で
京
都
大
学
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ

あ

と

が

き

第
四
十
七
号

．

五

百

円

(-T30
円）

昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
登
行

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

□暉
繹

関

西

大

学

史

学

会

嶽
替
大
阪
二
六
0
一
六
番

代

表

者

宇

田

米

夫

京
都
市
南
区
東
九
条
西
岩
本
町
八

印
刷
所
大
宝
印
刷
株
式
会
社

史

泉

れ
て
お
ら
れ
る
。

◇
大
学
院
の
博
士
課
程
は
、
前
号
に
記
し
た
と
お
り

四
月
か
ら
開
設
さ
れ
た
。

◇
宇
田
米
夫
教
授
が
四
月
か
ら
本
会
会
長
に
就
任
さ

れ
た
。

◇
薗
田
香
融
教
授
は
関
西
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て

七
月
三
十
一
日
伊
丹
を
出
発
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か

わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
・
ス
イ
ス
・
オ

ラ
ン
ダ
・
ギ
リ
シ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
十
月

三
十
日
羽
田
帰
若
の
予
定
で
あ
る
。



小
山
仁
示
緬

田
淵
豊
吉
議
会
演
説
集
（

ー
哲
人
政
治
家
の
帝
国
議
会
で
の
活
動
ー

柴
田
賓
緬
滋
賀
県
古
文
書
等
緊
怠
調
査
報
告
一

48
年
3
月

芦

浦

観

音

寺

文

書

滋

賀

県

教

育

委

員

会

元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
（
柴
田
賀
ほ
か
）
編
・
発
行

48
年

3
月

壬

生

寺

民

俗

資

料

緊

急

調

査

報

告

書

関
西
大
学
文
学
部
編
（
末
永
雅
雄
監
修
・
網
干
善
教
ほ
か
編
）

48
年
3
月

考

古

学

資

料

図

鑑

関

西

大

学

・

五

0
0
0
円

織
田
武
雄
著

地

図

の

歴

史

関
大
出
版
広
報
部
・

一八
0
0
円

関
西
大
学
校
友
会
編
（
横
田
健
一
・
薗
田
香
融
著
）

48
年
10月

関

西

大

学

を

築

い

た

人

々

校

友

会

・

一

0
0
0
円

48
年
2
月

48
年

2
月

講
談
社
・
八
八
0
円

噂
記
噂
琴
東
西
文
化
史
論
叢

48
年

I
月

記
念
会
・
六
0
0
0
円

魚
澄
惣
五
郎
著

歴
史
地
理
の
研
究
（
復
渕
）

47
年
9
月

国
書
刊
行
会
・
ニ
八
0
0
円

末
永
雅
雄
・
三
品
彰
英
・
横
田
健

神
話
と
考
古
学
の
間

創
元
古
代
史
選
書
3
4
8
年
10月

創
元
社
・
六
八
0
円

末
永
雅
雄
監
修
・
網
干
善
教
除
緬

日
本
古
代
遺
跡
便
覧

横
田
健
一
著
創
元
学
術
双
書

白
鳳
天
平
の
世
界

創
元
社
．
―
-
三

0
0
円

水
田
紀
久
・
有
坂
隆
道
日
本
思
想
大
系
第
43
巻

48
年
8
月

富

永

仲

基

・

山

片

蝠

桃

岩

波

書

店

・

ニ

0
0
0
円

.
4
8
年
9
月

48
年
9
月

社
会
思
想
社
・
三
九
0
0
円

小
山
仁
示
編

疇

贔

大

阪

の

公

害

問

題

資

料

，

48
年
6
月

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

ニ――
1
0
0
円

柴

田

賓

編

塁
手
島
堵
庵
全
集

48
年

4
月

清
文
堂
出
版
・
八
八
0
0
円

魚
澄
惣
五
郎
著

古
社
寺
の
研
究
（
復
刻
）

47
年
9
月

国
書
刊
行
会
・
四
五
0
0
円

新
刊
・
近
刊
（
第
45
号
掲
載
に
つ
づ
く
）

関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
緬
・
吹
田
市
発
行

48
年

3
月

吹
田

2
号
須
恵
器
窯
跡
発
掘
調
査
報
告




